
様式第9号  

届出時・変更時・完了時 *作成時点により、いずれかを○で囲む №

住所

氏名 【記載注意】 　（1／25,000）

住所

氏名

全 体 面 積 ５ 条 森 林 面 積
５ 条 森 林 の
形 質 変 更 面 積

計画
完了

ha ha ha

防災施設
等の設置

計画
完了

緑化計画
計画
完了

関係法令等 手続状況 備　　　考

市土地利用 ３　面積は、haを単位として少数第４位まで記載すること。

都市計画法 ４　防災施設等の内容については、該当箇所を○で囲む。

農振法・農地法 ５　添付図面：

土採取条例 　　位置図（1/25,000　本調書に貼付）　　　

砂利採取法・採石法 　　伐採届出書の写し　　　

廃掃法 　　森林計画図(1／5,000・Ａ３又はＡ４)

その他（　　　　） 　　土地利用計画平面図(Ａ３又はＡ４)

  残置森林・造成森林・造成緑地・法面保護

                                       ℡

開発行為の目的

土地所有者

事業期間 令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

所　在　場　所

面　積

伐　採　調　書    　　(　 小規模林地開発　）

                                       ℡  位     置     図

２　「開発行為の目的」の記載は、下記の分類による。

  　　・　工場、事業用地　　　　・　土石採取
　　　・　住宅地　　　　　　　　・　道路の新設・改設

６　計画時・完了時いずれかを○で囲み、届出内容に変更がある場合

　　　・　レジャー施設　　　　　・　廃棄物等の処理施設
　　　・　農用地　　　　　　　　・　その他

　①  （  ）欄には、開発行為の具体的内容を記入する。
（例：病院、個人住宅、製茶工場、植物園、茶畑、農道等）

  ②　土石採取等は、跡地利用に係わらず「土石採取」に分類し､
(　）欄に跡地利用を記入する。

　③　別荘等の有姿分譲（伐採面積が１ha以下）を行う場合は、道路
等の造成は「道路の新設改設」に分類し、その後、土地の購入者が住
宅を建築するときの伐採は「住宅地」に分類する。

　は、変更箇所を赤書きで２段書きすること。

（「伐採跡地の用途」が「植栽」であっても、土石の採取等森林が一
時的に他の用途に使用される場合は作成する。）

　ただし、森林法施行細則第１０条の規定による林地開発行為の通知
（連絡調整）に該当する案件については、作成不要である。

他法令許認可の状
況

備　　　考

  調整池・沈砂池・擁  壁・排水施設・柵  工

開発行為者

                              （            ）

１　本調書は、伐採届出書の「伐採跡地の用途」欄に森林以外の利用
目的が記載されている場合について作成する。



【現地実施状況の確認】 ＜裏面＞

届出時（着手時） ①

　　　　　　　　　　ha 　　　　　　　　　　ha 　　　　　　　　　　ha 　　　　　　　　　　ha 　　　　　　　　　　ha

　年　　月　　日 　年　　月　　日

⑤ ⑥

　　　　　　　　　　ha 　　　　　　　　　　ha 　　　　　　　　　　ha 　　　　　　　　　　ha 　　　　　　　　　　ha

　年　　月　　日 　年　　月　　日

*事業が完了するまでの間、半年に1度程度を目安に現地調査を実施し、結果を農林事務所へ報告する。
*他法令の許認可に該当する場合は、その現地調査をもって確認調査に代えることができる。
*変更があった場合は、事業者へ変更調書の提出を指導する。
*事業者へ指導等を行った場合は、指導した年月日及びその他の欄へ指導内容を記載する。

　年　　月　　日 　年　　月　　日

⑦ 完　　了　　時⑧

　年　　月　　日

伐採調書の内容どおり事業が実施されているか。

伐採調書の区域と現地造成区域に相違ないか。

その他（特に記載すべき事項）

伐採調書の内容どおり事業が実施されているか。

伐採調書の区域と現地造成区域に相違ないか。

その他（特に記載すべき事項）

確　　認　　内　　容

開発行為に係る森林面積

現　地　確　認　・指　導　年　月　日

　年　　月　　日 　年　　月　　日

確　　認　　内　　容 ③ ④②

　年　　月　　日現　地　確　認　・指　導　年　月　日

開発行為に係る森林面積


